
早稲田大学

ＢＡＴＴＬＥ



チームスローガン・チームコメント

2020年度のチームスローガンは『ＢＡＴＴＬＥ』

『BATTLE』には、「常に仲間と戦い続ける」、「自分自身と戦う」、

「早稲田ラグビーが１つとなり戦う」という意味を込めました。

このようなコロナ禍の中にある1年を想像してのスローガンの決定ではありません

でしたが、このスローガンに込めた意味の１つである「自分自身と戦う」は、まさに

コロナ禍にあって期せずして良いスローガンとなりました。

このコロナ禍で対抗戦が開幕することに感謝し、目の前の1試合1試合全力で

「ＢＡＴＴＬＥ」します。温かいご声援をよろしくお願い申し上げます。



注目選手とその理由

• SH：河村謙尚(3年)、小西泰聖(2年)

• SO：吉村紘(2年)、伊藤大祐(1年)

昨年度までの4年間、不動のHB団であった齋藤、岸岡の穴を誰が埋めるかに注目



新戦力

• SO,CTB：伊藤大祐(1年)

• HO：川﨑太雅(1年)

• LO/FL:村田陣悟(1年)



1)新年度のチームが始動してから今
までのチームの過ごし方を聞かせて
ください

監督：相良 南海夫

3月末～6月中旬まで新型コロナウイルス感染拡大により部活動を自粛。

菅平での夏合宿も中止となったが、基本練習を中心に、この状況下で

「できること」に１つ１つ取り組んできた。

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

自粛期間中は個人トレーニングが続いていましたが、現在では感染対策を

徹底した上で通常通り練習をしています。



2)他のチームにここだけは負けな
い！というポイント、見どころを教
えてください

監督：相良 南海夫

闘う姿勢、諦めない姿勢

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

ディフェンス



3)チームを(監督は)指揮をするうえ
で/(主将は)リードするうえで大切に
していることを教えてください

監督：相良 南海夫

学生(選手/スタッフ)の主体性を促すこと(引き出すこと)

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

自分が一番に戦うことを大切にしています。



4)今年警戒をしているチームとその
理由を教えてください

監督：相良 南海夫

全てのチーム

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

慶應義塾大学、明治大学、帝京大学。例年、非常に競った試合をするからです。



5)他チームで注目している選手(所属
チーム名も)とその理由を教えてくだ
さい

監督：相良 南海夫

明治大・山沢選手

スキルレベルが高く、全てのプレーを試合中警戒し続けなければならない

選手だから

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

個人よりも組織として警戒しているため選手としてはいません。



6)大学ラグビーのファンに向けて一
言お願いします

監督：相良 南海夫

コロナ禍で試合ができることに感謝し、一戦一戦全力で戦います。

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

今年も早稲田大学が日本一になります。応援よろしくお願いいいたします。



7)今年のチームの雰囲気はいかがで
すか？

監督：相良 南海夫

主将を中心に日々向上心を持ち意欲的に取組んでおり、活気がある。

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

新型コロナウィルスの影響で試合等が行えず、もどかしさも感じておりましたが、

現在、秋の対抗戦開幕を目の前にし、チームが大学日本一に向け一つに

まとまっているのを感じています。



8)コロナ禍でのご自身の変化を教え
てください(ラグビーに関わらず私生
活でも)

監督：相良 南海夫

酒量(飲み会)が減り、健康的な体になった。

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

体重、筋力の増加です。



9)コロナ禍で新たに始めたことを教
えてください(ラグビーに関わらず私
生活でも)

監督：相良 南海夫

毎日の腕立て伏せ

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

一人でトレーニングをするようになりました。



10)試合前ルーティンを教えてくださ
い

監督：相良 南海夫

特に決まったもの(こと)はありません。

主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

神社に行くようにしています。



11) 5年後、10年後のご自身の目標を
おしえてください

監督：相良 南海夫

健康な体を維持し、やりがいのある仕事に向き合い充実した生活を送ること

主将：主将：丸尾 崇真(早稲田実業学校高等部・NO.8)

今自分が想像できないようなことをしたいと思っています。


